


 

学齢期小児の身長や体重の発育の地域差を論ずるにあたっては,これまで厚生省統計や文

部省統計の都道府県別平均値を比較する方法がとられてきた。しかし,個人の発育に視点を

あて,最大発育年齢や最大発育速度などをもって地域差を論じようとするならば,個人の縦

断発育資料がどうしても必要である。 


